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今月の表紙：水川建設株式会社今月の表紙：水川建設株式会社

住まい創りに８０年住まい創りに８０年





わくわくみのかも令和6年5月１日号　　４　

激
変
の
時
代　

進
取
果
敢
に
立
ち
向
か
お
う
!!

　

3
月
29
日
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
美
濃
加
茂
に
て
第
63
回
通
常
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令

和
6
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
（
案
）
を
は
じ
め
と
す
る
全
3
議
案
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

則
竹
晃
司
会
頭
挨
拶
で
は
「
当
地
域

の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
、
事

業
継
続
の
た
め
の
競
争
の
時
代
に
突
入

し
ま
し
た
。
人
手
不
足
の
中
、
企
業
は

い
か
に
人
材
を
確
保
し
、
賃
金
を
継
続

的
に
上
げ
る
か
。
ま
た
そ
の
実
現
の
た

め
に
は
生
産
性
の
向
上
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
商
工
会
議
所
で
は
会
員
企
業

の
課
題
に
対
応
し
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
」
と
お
話

さ
れ
ま
し
た
。

令和６年度

スローガン

　岐阜市六条南2丁目12-20

岐阜県火災共済協同組合
普通・総合・新総合火災

　　　０１２０－２７２－３３７

ハ 　ン 　ド 　ル 　共 　済

経  営  者  医  療  共  済
が ん（総合・医療）共 済

国内出願／海外出願
特許・実用新案・意匠・商標

調査・知財戦略相談・鑑定・訴訟

TEL： 058-379-2718
［ 本部オフィス ］
各務原市テクノプラザ １-１

https://www.maedapatent.jp/無料相談のネット予約は

皆さまの大切な知的財産の保護を多角的にサポートします

WAKUWAKUみのかもへの広告掲載事業所を募集しています。↓お問合せ先（☎0574-24-0123）

美濃加茂商工会議所

あなたのビジネスパートナー

minokamo chamber of commerce and industry

505-0042　美濃加茂市太田本町1-1-20

TEL:0574-24-0123/FAX：0574-24-0120

【審
議
事
項
】

議
案
第
1
号

美
濃
加
茂
商
工
会
議
所
会
費
及
び
負
担
金

に
関
す
る
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

第
12
期
美
濃
加
茂
商
工
会
議
所
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
経
営
支
援
体

制
強
化
及
び
組
織
強
化
を
図
る
た
め
、

役
員
、
議
員
の
特
別
会
費
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
2
号

令
和
6
年
度
事
業
計
画
（
案
）
の
承
認

に
つ
い
て

第
1
は
【
対
処
】

事
業
承
継
と
成
長
に
向
け
た
伴
走
型

経
営
支
援
（※

課
題
解
決
型
）
の
拡
充

●
物
価
高
騰
、
価
格
転
嫁
、
賃
上
げ
等

　

社
会
情
勢
の
変
動
に
よ
る
影
響
に
対

　

し
経
営
相
談
体
制
の
拡
充

・
第
2
期
経
営
発
達
支
援
計
画
の
実
施

・
制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備

　

事
業
、
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援

　

事
業
（
日
商
委
託
事
業
）

・
事
業
承
継
対
策
、
後
継
者
育
成
支
援
事
業

・
創
業
・
起
業
支
援
の
強
化

・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
販
路
開

　

拓
支
援

第
2
は
【
変
革
】

会
員
事
業
所
の
自
己
変
革
へ
の
支
援

（※

経
営
力
再
構
築
型
）
と
推
進

●
人
材
確
保
・
育
成
、
Ｄ
Ｘ
な
ど
生
産
性
向
上

や
働
き
方
改
革
の
取
組
み
へ
の
支
援
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、
脱
炭
素
化
、
健
康
経
営
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
な
ど
社

会
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
支
援
と
推
進

・
人
手
不
足
対
策
、
雇
用
支
援
事
業
の
展
開

・
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
の
支
援
実
施

・
産
官
学
連
携
強
化
に
よ
る
支
援

第
3
は
【
環
境
】

地
域
活
性
化
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
地
域
経
営
課
題
解
決
の
た
め
、
行
政
等
へ
の

　

意
見
・
要
望
や
ま
ち
づ
く
り
や
市
街
地
再
開

　

発
の
推
進
へ
の
政
策
提
言

・
企
業
の
経
営
環
境
課
題
解
決
に
向
け
た
意
見

　

要
望
活
動

・
ま
ち
づ
く
り
や
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
情

　

報
交
換
及
び
提
言

・
地
域
循
環
型
需
要
喚
起
策
の
推
進

・
特
産
品
・
美
濃
加
茂
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
及
び

　

販
路
開
拓
支
援

・
友
好
提
携
先
氷
見
商
工
会
議
所
と
の
連
携
交

　

流
事
業

第
4
は
【
体
制
】

組
織
力
の
強
化

●
商
工
会
議
所
の
組
織
、
体
制
強
化
と
各
種
イ

　

ベ
ン
ト
の
再
構
築
へ
の
取
り
組
み

・
会
員
加
入
推
進
事
業

▲会頭挨拶の様子
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・
会
員
企
業
へ
の
事
業
所
訪
問

・
当
所
、
労
働
保
険
事
務
組
合
や
建
設

　

業
一
人
親
方
組
合
へ
の
加
入
推
進

・
ア
ク
サ
共
済
制
度
、
日
商
各
種
損
保

　

制
度
等
の
普
及
、
加
入
推
進

・
お
ん
祭
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
、
み
の

　

か
も
市
民
ま
つ
り
の
再
構
築
と
協
力

　

支
援

・
第
19
回
み
の
か
も
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　

大
会
へ
の
協
力

【
連
携
】

行
政
等
及
び
関
係
支
援
機
関
や
地
域

金
融
機
関
と
の
連
携
強
化

・
行
政
、
関
係
機
関
や
地
域
金
融
機
関

　

と
の
連
携

・
中
濃
5
市
商
工
会
議
所
と
の
連
携
強
化

・
中
山
道
会
館
、
リ
バ
ー
ポ
ー
ト
パ
ー

　

ク
、
ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園
と
の
連
携

議
案
第
3
号

令
和
6
年
度
収
支
予
算
（
案
）
の
承
認

に
つ
い
て

　

令
和
6
年
度
の
予
算
額
は
、
9
会
計

合
計
で
2
億
1
６
６
４
万
円
と
な
り
、

前
年
度
全
体
比
較
で
は
、
５
１
２
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
一
般
会
計

　

従
業
員
健
康
診
断
事
業
に
２
６
０
万

円
、
地
域
団
体
助
成
金
に
１
８
０
万
円

や
検
定
事
業
な
ど
の
商
工
技
術
振
興
費

に
57
万
円
な
ど
を
含
め
、
６
７
０
７
万

円
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

■
中
小
企
業
相
談
所
特
別
会
計

　

就
職
フ
ェ
ア
開
催
事
業
費
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
産
業
活
性
化
事
業
費
に
、

７
９
２
万
円
、
伴
走
型
小
規
模
事
業
者

支
援
推
進
事
業
費
に
３
２
０
万
円
な
ど

を
含
め
６
８
５
６
万
円
が
予
算
化
さ
れ

ま
し
た
。

■
労
働
保
険
事
業
特
別
会
計

　

事
務
管
理
費
に
９
３
４
万
円
な
ど
、

１
０
４
１
万
円
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た

■
共
済
事
業
特
別
会
計

　

加
入
者
へ
の
福
祉
厚
生
の
充
実
を
進

め
る
中
で
、
加
入
者
を
対
象
と
し
た
共

済
事
業
推
進
費
に
１
０
８
４
万
円
を
計

上
し
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

■
商
工
会
館
運
営
特
別
会
計

　

建
物
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
費
に
６

２
７
万
円
を
含
む
1
４
１
３
万
円
が
予

算
化
さ
れ
ま
し
た
。

■
退
職
給
与
資
金
特
別
会
計

　

勤
務
す
る
常
勤
役
員
、
職
員
の
退
職

金
管
理
を
行
う
会
計
で
、
２
６
９
万
円

が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

■
特
定
退
職
員
共
済
特
別
会
計

　

会
員
事
業
所
の
従
業
員
の
退
職
金
共

済
で
、
3
２
５
０
万
円
が
予
算
化
さ
れ

ま
し
た
。

■
商
工
会
議
所
青
年
部
特
別
会
計

　

当
所
青
年
部
活
動
に
伴
う
会
計
で
、

６
５
４
万
円
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

■
商
工
会
議
所
女
性
会
特
別
会
計

　

当
所
女
性
会
活
動
に
伴
う
会
計
で
、

３
９
０
万
円
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

１．商工会議所本会計 （単位：千円）

会計別 本年度予算 前年度予算 比較増減 うち繰越額 繰入額

一 般 会 計 67,070 66,860 210 3,998 660

中 小 企 業 相 談 所
特 別 会 計 68,560 62,580 5,980 0 15,160

労 働 保 険 事 業
特 別 会 計 10,410 9,910 500 0 0

共 済 事 業
特 別 会 計 10,840 10,360 480 0 689

商 工 会 館 運 営
特 別 会 計 14,130 14,820 ▲ 690 0 10,383

退 職 給 与 資 金
特 別 会 計 2,690 4,850 ▲ 2,160 0 2,672

合計 173,700 169,380 4,320 3,998 29,564

２．特定退職金共済特別会計

会計別 本年度予算 前年度予算 比較増減 うち繰越額 繰入額

特 定 退 職 金 共 済
特 別 会 計 32,500 33,490 ▲ 990 0 325

合計 32,500 33,490 ▲ 990 0 325

３．商工会議所青年部特別会計・商工会議所女性会特別会計

会計別 本年度予算 前年度予算 比較増減 うち繰越額 繰入額

商 工 会 議 所 青 年 部
特 別 会 計 6,540 5,048 1,492 600 420

商 工 会 議 所 女 性 会
特 別 会 計 3,900 3,600 300 1,609 280

合計 10,440 8,648 1,792 2,209 700

総合計 216,640 211,518 5,122 6,207 30,589

令和６年度　予算総括表
（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

。
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2月　
21日
22日
24日
26日
28日
3月　

8日

　

3
月
25
日
、
О
Ｓ
ボ
ウ
ル
に
て
第
25

回
会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
27
チ
ー
ム
81
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
チ
ー
ム
戦
で
2
ゲ
ー

ム
の
合
計
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

　

優
勝
は
一
般
財
団
法
人
岐
阜
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
「
16
ポ
ン
ド
は
ピ
ン
ポ
ン

玉
」
チ
ー
ム
で
し
た
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

各
チ
ー
ム
の
歓
声
が
聞
こ
え
る
、
大

変
賑
わ
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
親
睦

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

３月　
16日
22日
25日
26日

29日

４月　
10日

会頭、専務
会頭、専務
正副会頭、専務
専務
会頭、専務
正副会頭、専務
正副会頭、専務

正副会頭、専務

事務局日誌  ３月１６日～４月１５日
中部国際医療センター
東京會舘
ОSボウル
総合福祉会館
商工会館
シティホテル美濃加茂
シティホテル美濃加茂

商工会館

中部国際医療センター陽子線がん治療開設記念式典
日本商工会議所第138回通常会員総会
会員親睦ボウリング大会
社会福祉法人美濃加茂市社会福祉協議会評議員会
おん祭みのかも実行委員会
正副会頭会議/第63回通常議員総会
永年勤続優良従業者表彰

正副会頭会議

　

4
月
10
日
・
11
日
の
二
日
間
、
商
工

会
館
に
て
新
入
社
員
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
10
事
業
所
よ
り
22
名
に
参
加

い
た
だ
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
敬
語

の
使
い
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
作
り
方

を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
様
々
な
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
参
加
事
業
所
間
の

交
流
が
で
き
充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

新
入
社
員
研
修

　
　
　

２
０
２
４
を
開
催

▶
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
参
加
者

▶
優
勝
者
チ
ー
ム
の
代
表
へ
ト
ロ
フ
ィ
ー

　
を
手
渡
す
安
江
会
員
委
員
長

　

3
月
27
日
、
御
料
理
さ
か
え
に

て
、
美
濃
加
茂
商
工
会
議
所
商
業

部
会
5
名
と
美
濃
加
茂
市
商
店
街

連
合
会
（
市
商
連
）
4
名
の
参
加

を
得
て
、
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

交
流
会
で
は
商
業
部
会
と
市
商

連
の
事
業
紹
介
を
行
っ
た
後
、
美

濃
加
茂
市
内
の
商
店
街
の
在
り
方

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

太
田
地
区
と
古
井
地
区
の
商
店

街
の
現
状
と
し
て
、
物
販
を
行
う

店
舗
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
や
商

店
街
を
継
続
で
き
る
よ
う
各
商
店

街
・
発
展
会
で
模
索
し
て
い
る
な

ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
商
店

街
に
関
わ
る
過
去
の
事
業
な
ど
を

話
し
な
が
ら
積
極
的
に
参
加
者
の

交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

商
業
部
会

  

市
商
連
と
の
交
流
会
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青年部だより
　

～ 

卒
業
式 

～

　
　
　

3
月
20
日
、
料
理
旅
館
福
美
に

　
　

て
3
月
例
会
「
卒
業
式
」
を
実
施

　
　

し
ま
し
た
。

　
　
　

本
例
会
は
令
和
5
年
度
最
終
事

業
と
し
て
実
施
し
、
令
和
5
年
度
末
を

も
っ
て
卒
業
さ
れ
る
3
名
（
福
井
大
氏

・
赤
坂
真
琴
氏
・
中
嶋
浩
紀
氏
）
の
卒

業
式
を
行
い
、
そ
の
後
懇
親
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
様
、
今
ま
で
当
所
青
年

部
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
月
例
会

女性会だより　
　
　

3
月
28
日
、
大
手
町
公
園
に
て

　
　

あ
じ
さ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を

　
　

行
い
ま
し
た
。

　
　
　

今
回
は
女
性
会
員
14
名
の
他
、

　
　

美
濃
加
茂
市
土
木
課
職
員
、
岐
阜

県
立
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
の
相
田
教

授
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
2
年
前
に
植

え
た
あ
じ
さ
い
苗
の
移
植
を
行
い
ま
し

た
。

　

活
動
後
は
、
商
工
会
館
に
て
あ
じ
さ

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
実
施
し
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
報
告
及
び
今
後
の
活
動

計
画
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
い
ま

し
た
。

あ
じ
さ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

税 

務 

情 

報

▲卒業生を明るく送り出しました

▲連日の雨の中、天候にも恵まれました

① 

定
額
減
税
特
設
サ
イ
ト
が

　
　
　
　
　
　
　
　

開
設
し
ま
し
た

　

令
和
6
年
度
税
制
改
正
に
伴
い
、
令

和
6
年
分
所
得
税
に
つ
い
て
定
額
に
よ

る
所
得
税
の
特
別
控
除
（
定
額
減
税
）

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
分
所
得
税
に
お
い
て
、
定

額
に
よ
る
所
得
税
額
の
特
別
控
除
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、
令

和
6
年
分
の
所
得
税
に
係
る
合
計
所
得

額
が
１
８
０
５
万
円
以
下
で
あ
る
方

（
給
与
収
入
の
み
の
場
合
、
給
与
収
入

が
2
千
万
円
以
下
（
注
）
で
あ
る
方
）

で
す
。

（
注
）
子
ど
も
・
特
別
障
が
い
者
等
を
有
す
る

者
等
の
所
得
金
額
調
整
控
除
の
適
用
を
受
け
る

方
は
２
０
１
５
万
円
以
下
と
な
り
ま
す
。

　

国
税
庁
で
は
「
定
額
減
税
特
設
サ
イ

ト
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
は
以
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り

ご
確
認
く
だ
さ
い

定
額
減
税
特
設
サ
イ
ト

（https:/
/
w
w
w
.nta.g

o
.jp/

use
rs/

　

g
e
nse

n/
te
ig
ak
ug

e
nze

i/
inde

x
.htm

）

② 

申
告
書
等
の
控
え
に

　
　
　

収
受
印
の
押
な
つ
が

　
　
　
　

行
わ
れ
な
く
な
り
ま
す

　

令
和
7
年
1
月
よ
り
、
国
税
庁
・
国

税
局
・
税
務
署
で
は
、
税
務
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
見
直
し
の
一
環
と

し
て
、
申
告
書
等
（
注
）
の
控
え
に
収

受
印
の
押
な
つ
が
行
わ
れ
な
く
な
り
ま

す
。

　

申
告
書
等
を
書
面
で
提
出
さ
れ
る
場

合
に
は
、
正
本
（
提
出
用
）
の
み
の
提

出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
注
）
対
象
と
な
る
「
申
告
書
等
」
と
は
、

国
税
庁
、
国
税
局
、
税
務
署
に
提
出
さ
れ
る

全
て
の
文
書
で
す
。

　

令
和
6
年
分
確
定
申
告
相
談
窓
口
で

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

て
の
本
人
申
告
を
行
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ

て
い
な
い
会
員
様
に
つ
い
て
は
、
取
得

の
ご
検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

申
告
に
は
、
4
桁
と
6
桁
以
上
の
暗
証

番
号
2
種
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

暗
証
番
号
の
ご
確
認
も
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

当
所
確
定
申
告
相
談
窓
口
を

　
　
　
　

ご
利
用
の
会
員
様
へ
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　　外食のラーメンの標準的な価格が１０００円を超えたか

どうかが、話題になっています。この１０００円という価格

は、相場ともいえるもので、消費者から見ればこれ以上は出

せないと感じる心理的な壁であり、提供する側から見れば、

本当は超えたいけれど、超えてしまうと一気に売り上げが落

ちるリスクを感じるラインです。

　最近になって、行列ができる人気店で最も標準的な商品に

１０００円以上の値付けをするところがいくつも現れていま

す。光熱費や原材料価格の高騰で、壁の手前で痩せ我慢する

より、きちんと特徴を打ち出して納得ずくで１０００円以上

払ってもらおうという考えの店が増えてきました。一方、大

衆的な中華食堂チェーンなどでは、ラーメン１杯どころか定

食ですら１０００円以下を維持する店もあります。話題性や

感動を求める市場と、日常の節約志向の両方が並行して繁盛

しており、ここでも市場は二極分化していると感じます。

　こうした価格面の心理的な壁は、それを越えた先駆者の高

付加価値商品が受け入れられることによって徐々に崩れてい

くものです。例えば、サバの水煮やみそ煮の缶詰はかつて１

００円以下でスーパーの特売品の目玉として安売りされる存

在でしたが、この数年で健康ブームに乗ったこともあり、２

００円台から３００円台、ブランドの確立したサバを使った

商品では４００円を超えるものも市場に定着してきました。

　先日、こうした価格設定について面白い話を聞きました。

近年、茨城県で徐々にご当地グルメとして知られるようにな

ってきた「いばらきガパオ」の仕掛け人と話していて、「日

常的になじみのあるラーメンや焼きそばなどは、だいたいこ

れくらいの価格が上限という壁ができやすい」という一方、

      「ラーメン『１０００円の壁』は

　　　　　　　　越えられたのか」

渡辺和博／わたなべ・かずひろ
日経BP総研マーケティング戦略研究所　上席研究員

 日経ＢＰ総合研究所 上席研究員。１９８６年筑波大学大学院

理工学研究科修士課程修了。同年日本経済新聞社入社。

ＩＴ分野、経営分野、コンシューマ分野の専門誌編集部を経て

現職。全国の自治体・商工会議所などで地域活性化や名産

品開発のコンサルティング、講演を実施。消費者起点をテー

マにヒット商品育成を支援している。著書に『地方発ヒットを

生む　逆算発想のものづくり』（日経ＢＰ社）。  

「あまりなじみのない新規性のある商品の場合は、最初から

ある程度高い価格設定をしても受け入れられやすい」という

のです。

　価格の壁は長年の習慣によって形づくられるため、同じも

のでも先入観のない場所では新規性のある価値として受け入

れられます。先に挙げたラーメンの例でいえば、国内で人気

のラーメンチェーンが１０００円以下で売っているのと同じ

とんこつラーメンが、ニューヨークでは３０００円以上で売

られています。「ラーメンの１０００円の壁」は、実は世界

にはほとんど存在せず、欧米やアジア、インドでもラーメン

は１０００円以上するのが普通です。これは、それぞれの地

域にとってラーメンが珍しく、新規性のあるものとして市場

開拓をスタートしているからだと考えられます。

　こうしたことは外食産業に限らず、工業製品などのものづ

くりについても、よくいわれることです。これまでの物差し

や習慣で計れない価値を提供することで、価格設定の主導権

が握れます。同じ場所で新規性を追求するか、同じものでも

違う場所で勝負するか、壁を越える方法はいくつもありそう

です。
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